
日　時 2025/6/28　19：00～
場　所 旧速川小学校体育館
出席者 58名

市長、政策統括監、総務部長、企画政策部長、市民部長、産業振興部長、建設部長、
教育次長、防災・危機管理監、消防管理監、地域振興課、地域担当職員

進　行 19:00～19:02　市長あいさつ
19:02～19:04　出席者紹介
19:04～19:31　市政の概要について（市長説明）
19:31～20:17　意見交換
20:17～20:22　閉会あいさつ　市長、地区代表
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■ため池の要望について
地震後市へ写真を撮って要望をいくつか出しているが、
一つも返事がない。

■建設部長
早急に状況確認を行う。

（対応内容）
ため池（鬼谷池）廃止の申請はされており、申請が他にも
あるため、緊急度等を勘案し順次実施する旨、三尾区長
へ連絡済み。

■農村RMO事業等を活用した取り組みについて
事業期間終了後、持続可能な運営のため行政から知恵
と支援をお願いできないか。

■産業振興部長
「フローリアひなた」では最適土地利用総合対策事業に
よってシャクヤクなどの栽培などに取り組んでおられて、
そのイベントもされている。また速川地区としてはGWに速
川里山マルシェが開催され、たくさんの人が訪れている。
そうしたことができる体制作りをされたことに敬意を表す
る。
ハーブなどの栽培商品開発を支援する最適土地利用総
合対策事業が８年度まで毎年1000万を上限に要望でき
るので、この事業期間で構築して頂きたいが、農地保全
に活用できる多面的機能支払交付金、中山間地域等直
接支払制度も引き続き活用でき、その他、商品開発、そし
てイベントに県や市の補助金による支援もあるので市に
相談頂きたい。

■上庄川の水害対策について
　土砂の採掘について、県に要望をあげているがなかな
か進展がみられない。市から県に対し声をかける等の力
添えをお願いできないか。

■建設部長
上庄川を管理する氷見土木事務所に確認したところ、５
～６年度で、三尾川の合流点下流や早借橋の合流点の
下流では土砂の採掘を少しずつ実施している。さらに今
年度、早借川の合流点下流で、６月２７日に入札があり、
業者が決まって、秋冬ぐらいまでにかけて大体1000㎥の
土砂を搬出すると聞いている。
その他担当者では、速川橋の上流下流もかなり堆積して
いるとの認識で、継続的に進めていきたいとの意向もあ
り、市からも強く要望していきたい。

令和7年度ひみ未来づくりミーティング議事録（速川地区）

質問の内容 回答

■西の杜学園について
①　学校玄関の用水の蓋がない。
②　玄関からグラウンドへ向かう通路深さ30cmの陥没
③　校舎から体育館へ入る入口段差
④　玄関に雨が流れ込み、不自然な流れになっている。

■教育次長
ご指摘頂いた４ヶ所については、全て学校教育課が話を
伺っている。
①から③については、学校を管理する公共施設の包括
管理業者に対し、既に話をしている。できるだけ早くという
ことで、業者と相談しながら対応したい。
ただし②については応急的に穴は埋めるが、土地改良区
が管理する水路も関係するため、根本的な修繕について
は、土地改良区とも相談しながら対応しなければいけな
いと考えている。
④については建物の構造上の問題もあるため、設計者と
も相談して、改善に向けた措置を講じたいと考えている。
今後も学校と連絡をとりながら進めていく。
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■夜間医療体制の現状について
①　夜間における救急車の要請回数
②　本当に緊急性のあるものの割合
③　緊急性がなかったのに要請した理由

■消防管理監
①夜間における救急車の要請回数は、今年１月１日から
５月３１日までに１７７件であり、その中で約半数の人が
入院の必要な患者である。
②緊急性の判断については、搬送後に病院の先生が判
断することから、救急車を呼んだ時点では緊急性はわか
らないというのが現状である。
③緊急性がなかったにも関わらず救急車を要請した理由
ということについては、消防としては把握をしていない。救
急要請される場合、要請される方の痛みの度合い等に個
人差があるため、当然本人は緊急性があるということで
救急車を要請されていると認識している。

救急要請については、緊急性それぞれわからない部分
が多々あると思うので、必要と感じた場合にはすぐに要
請頂きたい。

■大雪時の除雪対応について
①　除雪を通勤・通学の時間に間に合うようにしてほし
い。除雪を丁寧にしてほしい
③　除雪後でも、降雪が多い場合は再除雪をお願いした
い。

■建設部長
①市道の除雪については、積雪状況や今後の積雪予想
を踏まえ、通勤通学の時間帯までに除雪することを目的
として行っている。ただ除雪のタイミングや気象状況に
よっては、間に合わない場合もあるのでご了承頂きたい。
②再除雪についても、心がけてまいりたい。

■高齢者に対する生活支援のあり方について
①　買い物支援、通院支援、生活支援の満足度
②　大雪時の生活道路の除雪や屋根の雪下ろしの実態
③　大雪の際の買い物、通院支援の実態

■市民部長
①満足度についてアンケート等を取ったことはないが、令
和５年度に第９期の介護保険事業計画を策定するにあた
り、介護家族に「在宅生活を継続して行うためにはどんな
支援サービスが必要か」というアンケートを行った中で、
最も多かった回答が移動サービスや通院や買い物など
の外出同行であったので、そういった支援については必
要であると認識している。
②市では家周りの除雪支援などを行っている。６年度の
実績は４件。
大雪時における独居高齢者の除雪については、民生委
員に協力頂き、生活実態の把握に努めている。ただ急な
大雪等の緊急な時の対応については、隣近所の方々の
助け合いが最も重要であるので、日頃から人と人との付
き合い、繋がりのある地域づくりに、またご協力をお願い
したい。
③山間地の高齢者については、移動販売車とくし丸によ
る買い物支援を行っている。昨年の冬場については運休
することなく稼働していただいていたので、そういったサー
ビス等をご利用頂きたい。



8

10

■働き方改革の進捗状況について
　氷見市内におけるリモートワークの普及状況、実施状
況はどうか。

■総務部長
氷見市役所では、令和２年７月からリモートワークを導入
しており、令和６年度の１年間で１２人が利用している。家
族の介護や看護子育ての都合上、テレワークを活用する
場合が多い状況であり、職員の多様な働き方の一つとし
て成果を上げていると考える。

■産業振興部長
　市内企業のリモートワークの実施状況について詳しく把
握はしていない。本市の事業所については、製造業、
サービス業、医療福祉業等対面現場業務といった業態が
多いことから、リモートワークが可能と考える事務系の事
業所が少ない現状である。

■リモートワークについて
【提案】リモートワークが行いやすい環境を整え、リモート
ワークを推奨している企業の社員を集めてはどうか。
①　ワーキングスペースの提供（託児所、カフェの併設）
②　畑付き一軒家の賃貸又は販売
③　リモートワークを推奨している企業の発掘

■産業振興部長
①市内の民間が運営しているカフェ機能を有する店舗で
は、ワーキングスペースとして利用されている方がおられ
ると伺っている。その他芸術文化館の２階スペースなども
ご利用頂ける。また託児所については、一時預かり保育
の利用をお願いしたい。
③　コロナ禍には多くの企業がリモートワークを取り入れ
たということだが、現在は減少しているという報道もある。
氷見市としては今若者、そして女性が働きたいと思える
企業の誘致に取り組んでいるところである。

■企画政策部長
②畑付きの場合、農地法上売買等には農業委員会の許
可が必要であり、その要件は、以前より緩和されていると
はいえ、年間１５０日従事する必要がある。
　また売買等の実績については、市で運営している空き
家情報バンクの中で売買が１件あり、現在は３件登録し
ている。もし貸したり売ったりされたいという場合には移住
応援センターにご相談頂きたい。

■夜間の医療体制について
【提案】必要なときに医療がうけられる町　ひみ
◎総合診療医による夜間診療所の開設
・夜間（午後８時～翌７時）診察可能
・簡単な治療のみ。重症なら救急車を要請。
・ジェネラリスト。すべての医療を診断できる。

■市民部長
現在夜間の診療体制については、高岡医療圏で初期救
急体制を組んでおり、高岡急患医療センターでは、平日
の１９時半から２２時３０分まで（土曜日は１９時から２２時
３０分まで）、休日は１８時から２２時３０分までの体制で
内科外科小児科の診療を行っている。また金沢医科大学
氷見市民病院においては、毎日１７時から翌日の８時４５
分までの救急外来窓口を開設して対応している。
　市単独で窓口ができれば本当は素晴らしいことだと思う
が、現状は医師の確保等から高岡医療圏での対応となっ
ている。

■消防管理監
そのほか、夜間や休日に急な病気や怪我をした場合に、
救急車を呼ぶべきか、今すぐ病院に行くべきかなどで
迷ったときに、電話で看護師が症状を聞き取り、救急搬
送の必要性や応急手当の方法等についてアドバイスを
行う「救急医療電話相談＃７１１９」を実施している。



11

■学力の状況について
①　中高生の学力状況
②　思考判断表現力を育てるための学校の取り組み
③　共通テスト必修科目「情報Ⅰ」に対する対策

■教育次長
①　（回答不要）
②　思考力・判断力・表現力等育成するために、各学校
では様々な言語活動の充実に取り組んでいる。例えば、
に日常生活等で、感じ取ったことを言葉や歌等を用いて
表現する活動や動植物の観察の結果を記述・報告する
活動などを行っている。
③　中学校の技術・家庭科分野で、小学校プログラミング
教育を発展させた「プログラミングによる計測・制御」に加
え、「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツの
プログラミング」も学習している。また情報セキュリティ等
の学習にも充実を図っており、高等学校の必須科目であ
る「情報Ⅰ」に繋がり、現代社会において欠かせないスキ
ルを育んでいきたいと考えている。


